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女性誌にみる高度経済成長期以 降　恋愛 とライフ スタイ ル

0 ．問題意識

　報告者は、日本教育社会学会第 49 回大会報告 「日

米家庭科教育に みる恋愛 と家族」 に お い て 、日米の

子を 産み 、育て るとい う意味の く再生産 〉の 再生産

システム に は違い があ り 、日本 の 方がよ りメデ ィ ア

による 「拡散的教育 」 に 親和的 で ある こ とを報告し

た。

　本報告で は、（1 ）高度経 済成 長期か ら現在まで

の、日本の ライフ ス タ イル研 究を敷衍し つ つ 、 （2 ）

メデ ィ ア による恋愛やライフスタ イルの 「拡散的教

育」 を可能に した背景を考察する。また、（3 ）大

衆消費システムが 内包 する再生産装置 と し て の 文化

システムの 中で も、ジ ェ ンダー、恋愛 、 家族とい っ

た社 会関係の 再生産装置 として機能し て い ると目さ

れる 女性誌に注目し 、 自己認識、人間関係 、 恋 愛 、

結婚、家族、職業等に つ い て 、高度経済成長期以降

の 記 事数 や記事 内容 の 変遷を分析する。

A，ライフ ス タ イル研究

　生活様 式の 転換に 関する国際会議 （スイス ［978

イタ 1丿ア 1979）に お い て 「支配 的生活様式 」 と 「選

択すべ き生活様式」 が区別されて議論 されたあ たり

か ら、日本 に お い て も 各分 野にお い て生活様式論が

展開されるよ うにな っ た 。 また、 ライフズタイル論

は日 本で は 、 マ
ー

ケ テ ィ ング論の中で精力的に 展開

されている。

　橋本和 孝 の 整理 によれ ば 、 ライ フ ス タイ ル 概念 と

生活様式概念は、本来区別 しえない ものであ っ たが、

ライフスタイル 論の形成過程でライフ スタイル概念

は、〈生き方や生活態度〉とい っ た く生活意識〉の

問題 に 収斂し、生 活様式論は く生活 の 仕方 〉の問題

に 関心が向く こ とで 、 両者 の 区別がな されて きて い

るとい うこ とである。

　本報告で ラ イフ ス タ イ ル 概念 をあえ て 取 り上げた

理由は、少なくとも高度経済成長期以降 、 日本にお

ける大衆消 費 シ ス テ ムは、生活様式の 平準化を達成

した の ち 、そ の 文化装置 に よ っ て われわれ の あ らゆ

る生活様式を衣服 と同 じほどに流 行化し、さ ら には

〈生き方や 生活態度 〉で あるライ フスタイルすら、

流行化 すなわち モ ー
ド化 し て い る の で は な い か と い

正 保　正 悪 （福山市立女子短期大学）

う枠組みでの検討を試みた いからである。

2 ．「拡散的教育」 の 背景

　 「拡散的教育」 とは、ブル デュ
ーが指摘するよう

に、学校教 育のよ うな制度化 され た教 畜システムに

お ける教 育的働きかけ で はな く、家庭教育や社会全

体で 展開される 「教育」 である。

　産業資 本主義が 力を持ち はじめた時期に 、 学校教

育は共同体を含めた伝 統的な価値 システム の 脱コ ー

ド化 に寄 与 して きた 。 また 、 従来教育社会学は、学

校教育を介 しての資本の論理による価値システ ムの

再コ ード化に たい して 、緊張関係を保 ち つ つ 研 究を

進めてきた のではなか っ たか と思われる 。

　 とこ ろが、生活様式 の 平 準化が達成 された と 目さ

れる 1974 年以降、伝統的な 価値 シス テ ム か らも 、

平 準化を 目指す価値シ ス テ ムか らも解放されたわれ

われは、人 と同 じ様であ りな がら微妙に違 っ ている

「自分」 を常に更新し続けなければ安心 で きない 不

安定な価値 システム の 中に投げ込まれて しま っ たか

に感 じられ る e これが先に挙げたライフ スタ イルの

モ
ー

ド化 で あ る、，ラ イ フ ス タ イ ル の モ ー
ド化は もち

ろん 、生活様式 の モ ード化と連動してお り、必 要か

らの 乖離をその 出発点 として い る。

　われ われは日 常生活 の中で 生活財のすべ てを必要

か らとい うよ り、「自分 」 らしさを確認す るため に

選択して おり、そ の 選択には見えない 「権力」 が働

いて い る 。 つ まり、「プラダ」 で な けれ ば、「シ ャ

ネル」でなければならない生活様式の延長線上にく

生き方〉と して の ライ フ ス タイル があるかのよ うに

みえるのだ 。

　そ うい っ た 目に見えない 力を伝えてい る 「拡散的

教育」 を担 っ て い る の が 、 メ ディ アクラ シ
ー

とも表

現 され るメデ ィ アではないだろ うか。

3 ．マ ス コ ミ 4 媒体における女性誌

　電通が分 析す る 日本 の 広告費は、 1996 年で総 計

57、r，gy ｛意円 に の ぼり、そ の うちマ ス コ ミ 4 媒体 （新

聞、雑誌、ラ ジオ、テ レビ）が約 66 ％を占め、そ

の 内訳 は、新 間約 33 ％ 、 雑誌約 11 ％、ラ ジオ綯 6

％、テ レ ビ約 51 ％ で あ る 。 こ れ ら は 、企 業が戦 略
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的に考える影響力 で あり、そ の ままそ れら媒体 の 影

響力と考える訳にはいかないが、一
つ の指キ剽こはな

りうるであろう。

　次に出版科学研究所 『出版指標年報』による取り

次ぎル
ー

ト経由の 出版販売額の部門 別比 は、 1996

年で月刊誌 11，692億円 （約 75 ％）週刊誌 3，940 億

円 （約 25 ％）で ある v 月刊誌発行部数の うち、女

性誌とい うジャ ンルに入れられて い るものが 5．1％

生活誌とい うジ ャ ンル が 10．2 ％とな っ て い る e

　 『出版指標年報』は、女性誌を 15 ジ ャ ンル に分

類してお り、それらは ヤングフ ァ ッ シ ョ ン 、 OL フ

ァ ッ シ ョ ン、ハ イソマ ガ ジ ン 、 30 代フ ァ ッ シ ョ ン、

キ ャ リアウ
ー

マ ン 、 モ ード系、モ ノ ・グッズ 、 遊び

情報 、 ヤングそ の 他、生き方情報誌、生活情報誌、

婦人、教養 、 高級グラフ誌、その他である。

　これらを合わせた発行部数は 1996年で 29，873万

冊で あるが 、 も っ とも多いジ ャ ン ル は、生活情報誌

9，938 万 冊、つ いでヤ ン グフ ァ ッ シ ョ ン 8，362 万 冊、
生き方惰報誌 2，210 万冊 とな っ て い る 。

　本報告で は 、 若い 女性たち へ の 「拡散的教育」 の

機能を果 たして い ると目されるヤ ン グフ ァ ッ シ ョ ン

誌 の 中で も、も っ とも発行部数 の 多い 『non ．no 』と 、

本報告 でいう慧味の ライフスタイルその も の を コ ン

セプ トとして 発行 して い る 生き方 情報誌の 中の

『COSMOPOLITAN 』、『SAY 』 の 3 誌を分析の 対象

とする。

4．女性誌 3 誌にみる恋愛とライフ ス タイル

（1）『non ．fio』

　 『non ．no 』の巻頭語 によ れば、「美 しい人 、 美 し

い生
，
｝g、美しい 心 を探し続け て」 いくことが 、 コ ン

セプ トということにな る。 編集は、フ ァ ッ シ ョ ン 班

とライフ班の 2 セク シ ョ ンに分かれてお り、ラ イフ

班編集に よ る記事を 自己認識 、 人聞関係、恋愛 、 結

婚 、仕事 、 お金 、 健康 ・ダイ エ ッ ト等に分類して分

析を した，

　これらを 5 年ごとに記事数と内容をみると 、 全体

的に 80 年年頃から記事数がのびて いる 。 内容別で

は、8i〜 85年に結婚記事が増えその 後減少、86 〜

90 年恋愛記事増加 、 90 年代にはいると sex 記事
とダイエ ッ ト記事が急速に のびている。内容は、70

年代で は、結婚 を前提に 男性にと っ て の 理想 的女性
に い か に 近づ くか、別離の 絶望や 自分 へ の コ ン フ レ

ッ クスを い か に 克服するか とい う記事が中心であっ

たが 、 80 〜 85 年で は 、女性 の 社会進出と結 婚 の 記

事 が1司時 に 増え 、 結婚 を前提 にいかに働 くかが問わ

れた 。 86 〜 90 年で は、 結婚へ の関心が薄れ、恋愛

その も のが男性研究、キスやセ ッ ク ス、とい う内容

で語られ 、 コ ン プレ ックス よ りス トレ スで自己が語

られた 。 91 年以降は、動向は揺れ、 恋愛は語られ

る が 、
厂彼氏」が い る こ とがフ ァ ッ シ ョ ンのひ とつ

で あり、 ト
ー

タル の ラ イフスタイル の 方が重要にな

っ て きて いる。（詳細は配付資料）

（2）『COSMOPOLITAN 』

　 創刊 号 によるコ ン セプ トは、「も っ とロマ ンチ ッ

ク な恋 を し ようも っ とリア ル に仕事とか かわ ろ う」

で、恋 と仕 事の バ ラン ス が考えられはじめた 80 年

創刊である。（詳細は配付資料）

（3 ）『SAY 』

　創刊号によるコ ンセプ トは、「人に言え ない本音

がい っ ぱい　だか ら …　　 SAY 」であるが、全体

的 に は女性 の 戦略的生き方指南 。 創刊 は、83 年で

あ る。（詳細は配付資料）

　さて、これら 3 女性誌の 記事を創刊号から現在ま

で分析し てみ ると、記事の内容は、雑誌 の コ ン セプ

ト、大 きな時代 の 流れ （女性の社会的地位の向上 ）、

短期的な時代 の 気分 （景 気変動 、 皇 太 子 結婚等） の

セ ッ トで 書か れ 、 3 誌を総合する と 、 恋愛とライフ

スタ イル の バ ランスは短期的なモ
ー

ドにす らな っ て

いる。が、一方で、女性たちの 戦略的生き方指南と

い い つ つ 、女性領域 へ の ゲ ッ トー化再 生産装置 とし

て現在までも機能 し続 けているといえる。

　こ の ような形 で 、若い 女性たちがフ ァ ッ シ ョ ンと

同じよ うに モ ード化されたライフスタイル に つ いて

の r拡散的教育」を受け、なおか つ その 揺れ幅は、

こ れ も フ ァ ッ シ ョ ン と1司様にある一定の枠以外では

ない とい う事実を、別 の 教 育媒体である学校教育の

中で、メデ ィ ア リテ ラ シ
ーとして組み込ん で い く べ

きではなか ろ うか。
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